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力
作

募
集
中

水
戸
藩
士
の
墓

吉
崎
を
歩
く

匝瑳
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吉崎区にある水戸藩士・塚原萬治郎の墓

　

１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
11
月

19
日
（
旧
暦
の
10
月
６
日
）、
八

日
市
場
村
周
辺
は
、
突
然
恐
怖
感

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

水
戸
藩
の
天
狗
党
と
諸
生
党
の

最
後
の
戦
い
「
八
日
市
場
・
松
山

戦
争
」
が
こ
の
日
に
繰
り
広
げ
ら

れ
た
の
で
す
。
諸
生
党
の
家
老
・

市
川
三
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
市

川
勢
は
、
同
年
３
月
、
総
勢
５
０

０
人
以
上
で
水
戸
を
脱
走
し
、
福

島
・
会
津
、
新
潟
・
長
岡
な
ど
で

新
政
府
軍
と
戦
い
、
佐
渡
に
渡
っ

た
の
ち
再
び
新
潟
、
会
津
を
転
戦

し
ま
し
た
。
11
月
14
日
（
旧
暦
の

10
月
１
日
）
の
水
戸
弘
道
館
の
戦

い
の
後
、
銚
子
を
経
て
八
日
市
場

に
来
た
市
川
勢
は
、
追
討
す
る
天

狗
党
に
壊
滅
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
川
勢
の
戦
死
者
慰
霊
は
、
１

９
６
６
（
昭
和
41
）
年
秋
に
「
脱

走
塚
百
年
祭
」
が
、
そ
れ
か
ら
40

年
後
の
平
成
20
年
10
月
６
日
に

「
水
戸
藩
国
事
殉
難
者
慰
霊
祭
」

が
中
台
区
（
匝
瑳
地
区
）
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
慰
霊
祭
の
計
画
を
知
ら
さ

れ
た
の
を
機
に
再
調
査
を
し
て
い

た
折
、
新
た
な
情
報
が
も
た
ら
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
吉
崎
区

（
共
興
地
区
）
の
共
同
墓
地
に
「
水

戸
藩
士
の
墓
」
が
あ
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

高
さ
50
㎝
ほ
ど
の
墓
石
の
表
面

に
「
塚
原
萬
治
郎
之
墓
」
と
書
か

れ
、
裏
面
に
刻
ま
れ
た
内
容
が
実

に
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。「
氏
（
塚
原
）

は
水
戸
藩
士
に
し
て
、

明
治
元
年
３
月
首
領

市
川
三
左
衛
門
と
同

士
90
余
人
と
水
戸
城

を
脱
し
、
会
津
城
に

入
り
官
軍
（
新
政
府

軍
）
に
抗
し
利
あ
ら

ず
、
下
総
銚
子
に
至

り
再
興
を
謀
ら
ん
と
同
所
に
て
戦

い
、
大
疵
を
受
け
、
こ
の
地
（
吉

崎
村
）
に
止
ま
り
世
を
送
る
」
と

あ
り
、
各
地
を
転
戦
し
て
き
た
市

川
勢
の
行
動
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

塚
原
は
明
治
34
年
１
月
に
亡
く

な
り
、
大
正
８
年
10
月
６
日
に
墓

石
を
建
て
た
鈴
木
仙
太
郎
と
の
関

係
な
ど
不
明
な
点
が
残
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
内
容

と
合
致
し
て
い
ま
す
。

　

銚
子
か
ら
飯
岡
、
そ
し
て
海
岸

線
を
西
に
進
ん
だ
市
川
勢
は
、
神

宮
寺
か
ら
大
塚
原
（
と
も
に
旭

市
）、
吉
崎
村
を
経
て
八
日
市

場
・
福
善
寺
で
い
っ
た
ん
休
ん
だ

の
ち
、
松
山
・
中
台
で
の
戦
い
と

な
り
ま
し
た
。
市
川
勢
の
戦
死
者

は
名
前
が
分
か
っ
て
い
る
者
が
30

人
、
行
方
不
明
者
は
40
人
と
も
50

人
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
い
の
後
４
日
間
に
わ
た
り
八

日
市
場
村
を
拠
点
に
市
川
勢
の
探

索
な
ど
に
あ
た
っ
た
天
狗
党
の
行

動
は
、「
誠
に
傍
若
無
人
の
ふ
る

ま
い
な
り
、
村
つ
ぶ
れ
そ
う
ろ
う

様
子
な
り
」
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
八
日
市
場
・
松
山
戦
争
」
か
ら

間
も
な
く
１
５
０
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）
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川　　

柳

鈴
木　

十
世
志 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

潮
待
ち
の
港
の
釣
瓶
落
し
か
な 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

風
ぐ
せ
の
釣
瓶
落
し
と
な
り
に
け
り 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

秋
桜
堤
を
染
め
て
水
の
ゆ
く 

若
潮
町　
　
　

最
上　
　

峻

秋
の
陽
を
折
り
た
た
み
た
る
屏
風
岩 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

見
舞
ふ
た
び
吾
が
身
を
重
ね
深
む
秋 

横
須
賀　
　
　

岩
井　

や
す

古
里
を
ゆ
っ
く
り
わ
た
る
秋
の
風 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

秋
灯
下
十
年
綴
り
の
日
誌
か
な 

横
須
賀　
　
　

吉
野　

ヨ
シ

呑
み
切
っ
て
ラ
ム
ネ
の
玉
が
音
に
な
る 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

夏
の
空
か
な
し
き
気
分
故
知
ら
ず 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

カ
ナ
カ
ナ
の
命
を
惜
し
む
や
う
に
鳴
く 

野　

手　
　
　

小
関　

義
一

名
称
が
変
わ
り
今
で
は
文
化
の
日 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

天
高
く
自
由
と
平
和
文
化
の
日 

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

文
化
の
日
後
一
枚
の
カ
レ
ン
ダ
ー 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

文
化
の
日
写
経
の
筆
に
心
澄
み 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

イ
ベ
ン
ト
を
競
い
合
っ
て
る
文
化
の
日 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

赤
と
ん
ぼ
虹
を
追
っ
か
け
天
に
舞
い 

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

枯
葉
散
る
涙
す
る
ほ
ど
暇
で
な
い 

春　

海　
　
　

八
角　

宗
林

Ｇ
Ｐ
Ｓ
付
け
て
旦
那
の
放
し
飼
い 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

米
農
家
米
の
下
落
で
渋
い
顔 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

て
ん
ぐ
と
う

し
ょ
せ
い
と
う

は
か

き
ず

入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

市
立
・
私
立 

保
育
所

祖父母を招いて行われる「なかよし会」
（吉田保育所）
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